
将来の理想の姿（2044年）

※総合計画基本計画に係る市民意識調査（アンケート）の結果

※「事業名」は政策シート①事業活動（アクティビティ）における事業名

2028
年度

2029
年度

分野

地方自治

基本政策

-

持続可能な行政運営を推進し、市民が幸せを感じられる自治体になっている。

-

地域への愛着
あなたは、暮らしている地域に対する
愛着や誇りを持っていますか。

3.36 3.35

生活満足度に関する指標（分野指標）

指標名 質問文

担当課名

監査事務局

10年後（2034年）の理想の姿

2025
年度

2026
年度

2027
年度

基準値
2024年度

政策番号

2025年度 分野
07

（管理番号） 部局名

監査事務局
基本政策

99 99

政策体系

事業名

監査事務局

監査デジタル運営経費

監査執行事業

99

政策

行財政運営の適正確保に向けた監査等
の実施

99

基本政策シート
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2025年度の取組の方向性

・

・

2025年度の基本政策の評価と2026年度以降の取組の方向性（2026年度記載）

・

・ リスク・アプローチの観点のもと、限られた監査資源の最適配分による効率的、効果的な監査を実施するととも
に、監査体制・機能の向上等に向けて局職員人材育成方針に基づく職員の計画的育成、監査委員協議会のハ
イブリッド開催、デジタル活用などを進めた。
引き続き、過去の監査結果等を踏まえたリスク・アプローチの観点による効率的・効果的な監査の実施を図る。
また、外部講師、庁内弁護士等を講師とした職場研修の実施等、会議のハイブリッド開催等のデジタル活用など
による監査体制・機能の一層の向上を図る。

年度計画等に基づき、監査委員による監査を通じて、執行機関において適正かつ効率的な行財政運営が行わ
れるとともに、行政の透明性確保と市民への説明責任が果たされるよう、引き続き市民の視点で市政運営の監
視、評価及び指導を推進します。

リスク・アプローチの観点のもと、限られた監査資源の最適配分による効率的、効果的な監査の実施を図るとと
もに、監査体制・機能の向上等に向けて職員の人材育成や一層のデジタル活用を進めていきます。

年度計画等に基づき、監査委員による監査を通じて、執行機関において適正かつ効率的な行財政運営が行わ
れるとともに、行政の透明性確保と市民への説明責任が果たされるよう、市民の視点で市政運営の監視、評価
及び指導を推進した。
引き続き、適正かつ効率的な行財政運営に向けた改善措置が図られるよう、年度計画等に基づき、監査等を実
施していく。

【2025年度の評価】
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